
日本維新の会衆議院宮城県第4選挙区支部長

衆 議 院 議 員

＜宮城県第４選挙区＞ 石巻市、東松島市、塩釜市、多賀城市、富谷市、

宮城郡（松島町、利府町、七ヶ浜町）、黒川郡（大和町、大郷町、大衡村）、牡鹿郡（女川町）

本号外は、日本維新の会衆議院宮城県第4選挙区支部長として活動する

早坂あつし代議士の活動を中心に掲載しています。
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早坂あつし

日本維新の会は10月の宮城県議会議員選挙(富谷市・黒川郡) に

三浦かおりさんは、介護福祉士として自身の不動産会社
で見守り事業部を立ち上げ、高齢入居者の定期訪問を行い、
高齢者のトラブル未然防止に力を入れています。

Beauty Japanという社会貢献する女性を発掘し支援す
る、内面美も競うコンテストの東北大会に出場し、これま
での活動が認められ見事グランプリを受賞しました。
全国の女性起業家との交流、介護職、子育て、親の介護

の経験がある三浦かおりさんは、世代を超えた積極的な交
流場所づくり、教育費無償化、心の健康に目を向けた取り
組み、高齢単身者増加に対する取り組み、介護職不足に対
する新たな施策、災害に備えた安心の街作り、マラソン大
会などで地域活性化を目指します。
三浦かおりさんは、声を上げ続けます。
今後の活躍にご期待ください！

三浦かおりさんを公認しました

・宮城県仙台三桜高等学校 卒業 ・Beauty Japan東北2023

（旧 宮城県第三女子高等学校)  グランプリ受賞

・仙台医療秘書福祉専門学校 ・ホノルルマラソン 出場

医療秘書科 卒業    ・衆議院議員 元秘書

・介護福祉士 ・現在 不動産会社 取締役

昭和54年1月30日生まれ、44歳

夫、子ども2人、チワワ2頭

趣味：マラソン

【プロフィール】
・宮城維新の会 代表
・1971年3月11日生（５2歳）
・妻、長男、長女の4人家族
・東北高等学校 卒業
・元仙台市議会議員、児童指導員
・社会福祉法人『心和会』 理事
・現在 文部科学委員会 委員
東日本大震災復興特別委員会 理事

【趣味】
・ブラジリアン柔術
・ウォーキング、筋トレ

日本維新の会 共同代表
吉村 洋文

機関紙 日本維新 号外
衆議院宮城県第4選挙区版

宮城県政対策委員
（富谷市・黒川郡 担当）

三浦かおり



早坂あつし
SNS発信中！

＜応募資格＞
①日本維新の会（宮城維新の会）の理念・政策に共鳴し、党活動の先頭に立って地道に開拓できる方。
②日本国籍を有し、選挙期日に満２５歳以上の方。
＜提出書類＞
①申請書、②誓約書、③履歴書、④戸籍謄本 １通、⑤住民票 １通、⑥卒業証明書、⑦志望動機
＜問い合わせ・提出先＞早坂敦富谷事務所 〒981-3304 宮城県富谷市ひより台2-31-1-202

TEL:022-344-6115 FAX:022-344-6116 Email:hayasaka.miyagi@gmail.com
他、ご不明点などございましたらお気軽にお問合せください。

HP Instagram LINE

宮城維新の会
宮城県内議会議員選挙 候補者公募概要

一般党員募集中

後援会員募集中

※詳細は事務所へお問い合わせください。

宮城維新の会では、下記要領で宮城県内議会議員
選挙に於ける候補者の公募を行なっております。

・政治改革・国会改革
・統治機構改革
・ウクライナ危機と日本の安全保障
・景気対策（短期）
・成長戦略（長期）
・未来への投資・多様性
・危機管理・科学技術・環境
・憲法改正 日本維新の会HP

日本維新の会 政策提言

日本維新の会
代表 馬場 伸幸

日本維新の会
共同代表 吉村 洋文

日本維新の会
幹事長 藤田 文武

早坂敦さんを応援しています！

衆議院議員・宮城維新の会 代表

・宮城県議会議員選挙 10/22投開票日 ・山元町議会議員選挙 10/22投開票日
・亘理町議会議員選挙 10/22投開票日 ・女川町長、町議議会議員選挙10/22投開票日

宮城県選挙情報

日本維新の会「東北応援プロジェクト」

日本維新の会は、東京電力福島第1原発処理水の海洋放出による風評被害の払拭を

訴えるため、「東北応援プロジェクト」と銘打った両院議員懇談会を開催しました。

青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県の東京事務所長らをお招きし、東北の食

材を使った料理や日本酒を振舞い、また、処理水放出の状況について要望を伺うなど

懇談を深めました。日本維新の会は、引き続き東北の水産物や食品の消費拡大を訴え、

食を通じて東北を応援してまいります。 

日本維新の会は、「身を切る改革」により所属議員から捻出した寄付金で各県

1,000万円、総額5,000万円を寄付しました。

私も今後風評被害対策を政府に求めていくと共に、風評被害の払拭に尽力してまい

ります。

ポスター掲示 ご協力のお願い

宮城維新の会ではご自宅の塀や壁にポス
ターを貼らせていただける方を募集してい
ます。短期間でも構いませんので、お気軽
にお問合せください。ポスター貼り、ポス
ティングのボランティアも募集しています。
ご連絡お待ちしております！
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